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日本は世界の「クール」な旅行先？  
 

かつてない訪日ブームと賑わいを見せる関空	
 

朝の大阪駅、足早なスーツ姿の通勤客に紛れて、スーツケースやカメラを手にした外国人観光客を見かけ

ることが珍しくなくなってきた。それもそのはず、今の日本は外国人観光客の訪日ブームの最中にあると言っ

て良い。日本政府観光局(JNTO)によれば、2014 年の訪日外客数は約 1,341 万人(前年比+29.4%)となり過

去最高を記録した。さらに、その伸びは前年(同+24.0%)から加速している。 

空の玄関口にも変化が起きている。中でも、関空は今や最も話題に上る国内空港の一つだろう。2014 年

度の関西国際空港の航空旅客数は、2000 年度以来初めて 2,000 万人を突破し、さらに国際線旅客数では

初めて外国人旅客数(約 699 万人)が日本人(約 630 万人)を上回った。航空発着便数もピーチ・アビエーショ

ンやジェットスターを始めとする国内外 LCC 等の就航増により過去最高を更新した1。この背景には、主に、

中国、韓国、台湾を始めとするアジア地域からの訪日外客数の高まりがある2。 

このような訪日ブームは今後もしばらく継続するのだろうか。先日、世界経済フォーラムが発表した旅行・観

光競争力ランキングによれば、日本は世界で第 9 位、アジア地域では第 2 位のスコアを記録している3。日本

政府も「観光立国実現に向けたアクション・プログラム4」を決定し、「クール・ジャパン等と一体となって効果的

な訪日促進を図る」等、訪日外客数の増加を図ろうとしている。また、アジアの国々の成長が今後も続けば、

観光に関心を持つ中間層の拡大も期待できるだろう。このような動きを見る限り、現在の訪日ブームは一過性

のものではなく、今後も外国人観光客の増加が期待できるように思える。 

 

Is it really so hip to travel to “Cool Japan”?	
  
それでは日本は世界の観光地に比して「クールな」旅行先なのだろうか？図表 1 は世界の観光立国を多く

含む OECD 諸国の訪問外客数と人口、および両者の比率をとったものを掲載している。これによれば、日本

の訪問外客数は約 1,036 万人と 34 カ国中第 16 位であり、約 6,000 万人以上もの訪問外客数を受け入れ

ているフランス、アメリカ、スペインといった国々とは大きな開きがある。また、訪問外客数を人口で除したもの

を、経済開放度ならぬ各国の観光開放度として見れば、日本は OECD 諸国中第 34 位の最下位となってい

る。なるほど、分母の人口規模が大きければその比率も低くなるとも考えられるが、同程度の人口を有するメ

キシコや、日本よりも人口が多いアメリカと比較しても、日本の数値は小さい。また仮に、政府が目標とする

                                                        
1 Travel Vision「関空、14 年度通期は営業利益 36％増－国際線旅客数は過去最多」(2015 年 5 月 14 日、

http://www.travelvision.jp/news/detail.php?id=67186) 

2 関空への国別訪日外客数の推移は、当研究所のマンスリーレポートに詳しい。Kansai Economic Insight Monthly 

Vol.24(2015 年 4 月 24 日、http://www.apir.or.jp/ja/research/files/2015/04/APIR_KEIM_Vol241.pdf) 

3 World Economic Forum, ”Travel and Tourism Competitiveness Report 2015” 
(http://reports.weforum.org/travel-and-tourism-competitiveness-report-2015/) 

4 国土交通省観光庁「「観光立国実現に向けたアクション・プログラム 2014」について」(2014 年 6 月 17 日、

http://www.mlit.go.jp/kankocho/topics02_000075.html) 
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「2020 年に 2,000 万人」の訪日外客数が実現したとしても、依然として観光客数・人口比率のランキングに変

化は起きない。日本はまだまだ世界の観光地に比して開かれた「クールな」旅行先とは言えない。 

 

図表 1	
 OECD 諸国への訪問外客数とその人口、および両者の比率(人、2013 年度)	
 

 

データ出所：世界銀行、注：スロヴァキア、フィンランドの観光客数は 2012 年度、ノルウェーは 2011 年度。 

「東京」「京都」も国際観光都市としてのランキングは高くない  

これほどに日本への外国人観光客が少ない事実は、一見、奇妙に思える。日本には世界的に知名度の高

い都市が幾つも存在するからだ。例えば、”Kyoto”と聞けば、人々は和食や日本庭園をイメージするかもしれ

ないし、”Tokyo”に”Lost in Translation5”のイメージを重ねるファンも少なくないだろう。そこで、都市別のデ

ータを詳しく見ていこう。ユーロモニターが発表した「都市別外国人観光客ランキング 100」6によれば、世界の

主要都市間の比較において、2013 年に東京を訪問した外国人数は約 460 万人と第 32 位であるが、これは

香港、シンガポール、バンコクの約 4 分の 1 以下、ソウルの約 2 分の 1 に過ぎない。京都を含む日本国内の

他の都市はランキング入りさえしていない。旅行先としての人気も低調だ。主要な旅行サービスサイトである

Trip Advisor が発表した「2015 年世界のベストデスティネーション 25」の中には、日本国内の都市がランクイ

ンしていない。「アジアのベストデスティネーション 25」の第 16 位にようやく東京が登場するのみである。 

このように、日本の都市はその知名度や潜在的な競争力の高さにも関わらず、世界の都市に比して観光

客数は少なく、重要な旅行先とは認識されていない。今後、日本が外国人観光客の増加を図っていくために

は、日本の都市が各々魅力的な旅行先として認識されるような様々な施策が必要だろう。その際、東京が訪

問外客数の上で健闘している点は注目に値する。むしろ京都や大阪といった有力な観光地を含む日本の地

方都市こそ、外国人観光客を増加させるような工夫が求められる。 

 

地方都市は観光客を呼び込めるか？観光大国スペインからビルバオ市の事例	
 

では、世界の地方都市ではどのようにして観光客の増加を図っているのだろうか？ここでは、先の「旅行・

観光競争力ランキング」で第 1 位となったスペインから、近年、新しい旅行先として人気を集めているビルバ

オ市の事例を紹介したい（ビルバオ市の位置は図表 2 参照）。 

                                                        
5 ２００３年製作のソフィア・コッポラ監督による東京を舞台にした恋愛映画。2004 年アカデミー賞では、主要４部門にノミネート

され、脚本賞を受賞した。主演は、ビル・マーレイとスカーレット・ヨハンソン。 

6 Euromonitor International, “Top 100 City Destinations Ranking,” (January 27th 2015,  
http://blog.euromonitor.com/2015/01/top-100-city-destinations-ranking.html) 
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図表 2	
 ビルバオ市の位置	
 

 

出典：CIA World Fact Book, 2004/Spain 

 

近年のビルバオ市の歴史は決して順風満帆とは言えないものだった。鉄鋼産業の衰退、公害問題、高失

業率等、多くの困難を経験している上、1983 年には大水害により被災した。しかし、現在はそのような困難を

乗り越え、第三次産業への産業構造の転換に成功し、「奇跡のビルバオ」と呼ばれる復興を果たした7。特に、

1997 年に建設されたフランク・ゲーリー8の設計によるグッゲンハイム美術館は、開業後 3 年間で 300 万人を

超える訪問者を記録する等、多くの人々の注目を集める街のシンボルとなっている。同市の人口は約 35 万

人に過ぎないが、90 年代には約 25,000 人に過ぎなかったインバウンド人口は、2013 年には 72 万 8,537 人

にも達している910。ちなみに、同市の都市開発が実現した背景には、民間の力を活用した地方自治体による

都市再生プロジェクトの立案と、それを可能にした高レベルの地域自治権がある11。 

近頃、筆者はビルバオ市を訪問する機会を得た。その経験から、ここでは観光政策の工夫の一つとして、

観光情報センターの取り組みを紹介したい。その特徴は以下の三点にある。第一に、観光情報を優れた対

人情報サービスを通じて提供している。一般に、観光客は訪問する地域のルールや交通手段、治安、観光

地や食事場所等の情報を多く持ち合わせていない。同センターではこれらの情報や地図をワンストップで入

手できる。さらに、相談員から観光客の好みに合わせた観光先やルートの提案も無料で受けることができる。

英語でコミュニケーションができる点も、英語が堪能な人々が少ない街であることを考えれば重要な点だ。ま

た、駅前のセンターにはタブレット端末が多く用意され、観光客が自由に情報を検索できるようになっている。 

第二に、近隣の観光情報も積極的に提供している。ビルバオ市の近隣には、サンセバスチャン市やリオハ

州を始め多くの観光地があるが、その観光情報は広く周知されているとは言えない。旅の時間に限りがある

観光客にとっては、バスク州の玄関口である同市で様々な観光情報が収集できる利点は大きいだろう。 

                                                        
7 小宮一真「スペイン・ビルバオの災害復興~東日本大震災の復興に向けた一つの参考事例として~」、みずほ総合研究所

working paper、2011 年 5 月 23 日 

8 ちなみに、神戸市のメリケンパークにあるオブジェ「フィッシュ・ダンス」は同氏による設計である。 

9 ビルバオ観光局 HP より(http://www.bilbaoturismo.net/BilbaoTurismo/en/prensa) 

10 elcorreo.com, ”Bilbao ya no es solo ciudad de paso”(January 10th 2010,  
http://www.elcorreo.com/vizcaya/v/20101001/vizcaya/bilbao-solo-ciudad-paso-20101001.html) 

11 吉本光宏「ビルバオ市における都市再生のチャレンジ―グッゲンハイム美術館の影に隠された都市基盤整備事業―」、国

際交流基金調査報告書 「文化による都市の再生~欧州の事例から」第１章 pp.1-31、2004 年 3 月 
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図表 3	
 インフォメーションセンターの外観(グッゲンハイム美術館前)とその内部(主要駅前)	
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真は筆者撮影 

 

第三に、同センターはグッゲンハイム美術館と主要駅の周辺というアクセスが最も容易な地域に二箇所設

置されているため、観光客にとって利便性が高い。 

日本でも外国語で地域の観光情報を積極的に発信できるセンターを、アクセスの良い場所に作る必要が

あるのではないだろうか。また、関西地域のように大型の観光資源の他にも大小の魅力的な地域資源を多く

有する地域においては、対人サービスによる観光客へのコンサルティング機能が重要であると考えられる。 

 

地方都市としての魅力の追求を  

もちろん、観光地はそもそも観光客が魅力を感ずるコンテンツがなければ人を惹きつけることはできない。

その点、ビルバオ市が立地するバスク州には三ツ星を含む仏ミシュラン誌掲載の星付きレストランが数多く存

在し、スペイン最大のワイン生産地であるリオハ州にも近い美食の地域として有名であり、サンセバスチャン

市等のビーチリゾートも点在する。グッゲンハイム美術館の建設は、この地域にアートという魅力を付け加えた

と言えよう。また、同市をホームとするリーガ・エスパニョーラの１部チームであるアスレティック・ビルバオに代

表されるように、バスク州はバスク人のアイデンティティーが強く表現されている地域であり12、バルセロナ市等

のスペイン国内の主要な観光都市とは趣が大きく異なる。 

筆者の旅の実感としても、ビルバオ市の観光を通じて、グッゲンハイム美術館のような大型観光施設だけで

なく、治安が良く、美しい公園や古い街並みが上手く整備され、食事が美味しく、街の誇りをかけたサッカー

の試合で大いに盛り上がる人々の姿等、人々が心豊かで穏やかな日常を送っている点が強く印象に残った。

また、家族連れや高齢者の旅行客も多く見かけたが、これも観光客が巨大な建築物や先端都市の狂騒だけ

を求めているわけではない証左だろう。人々が安心して心豊かに生きることができる街を作ることも、観光地と

しての魅力を高めることにつながるのではないだろうか。 

 

＜研究員 林 万平, contact@apir.or.jp, 06-6485-7695＞ 

・本レポートは、執筆者の見解に基づき作成されたものであり、当研究所の見解を示すものではありません。 

・本レポートは信頼できると思われる各種データに基づいて作成されていますが、その正確性、完全性を保証するものではありません。また、

記載された内容は、今後予告なしに変更されることがあります。 
	
 

                                                        
12 アスレティック・ビルバオは、基本的にバスク人の選手しか所属することができない(ミゲル・チュルルカ「革新者たち：地元育

ちの選手で戦うアスレティック・ビルバオの哲学」、Goal.com、2015 年 4 月 28 日)。 


